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（Safety tips）他のアプリとの連携促進

・今後、Safety tipsの災害時情報を配信するサービスが、他の訪日旅行者向けアプリでも利用できるようになる。
※先行してJNTOアプリ、NAVITIMEアプリにて試行ののち、本格実施開始済み。
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1 ⾮常時における外国⼈旅⾏者への対応の現状と課題

⾮常時における外国⼈旅⾏者への対応の改善に向けた検討について

３ 進め⽅

昨年９⽉の観光戦略実⾏推進会議において「⾮常時の外国⼈旅⾏者の安全・安⼼確保のための緊
急対策」がとりまとめられ、⽇本政府観光局や事業者をはじめとしてSNSやウェブサイト等による多⾔語で
の情報発信を実施。
今般の台⾵19号への対応では、可能な限り、⽇本政府観光局の公式ＳＮＳやウェブサイトで気象情

報や交通機関の運⾏情報等を多⾔語できめ細かく発信するとともに、コールセンターや災害情報提供ア
プリによる対応も含めて、⼀定の成果。
他⽅、災害時における外国⼈旅⾏者への情報提供については、より多くの⽅々に確実に届くような⼿法

や周知等について不断の⾒直しが必要。

学識経験者、省内各局、関係省庁、観光関係団体、交通関係団体等からなる検討会をこの秋に設
置。年度内を⽬途に速やかににとりまとめ。

２ 検討の⽅向性
⾮常時における外国⼈旅⾏者への対応について実態の把握を⾏った上で、課題の整理、関係者間の連

携の強化、好事例の共有等を通じ、更なる改善を図る。
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